
札幌市の都市交通について

１．これまでの取り組み

(１) 都市の急成長と成長を支える骨格的な都市基盤の整備 

【1970年代：昭和45年頃～昭和54年頃】 

  ＜時代背景＞ 

   ○高度経済成長の終焉と社会構造の変化

○地方の過疎化と流入による都市人口の急増

○新都市計画法の制定

   ○市政要望；道路整備（舗装）に関する要望多数

■骨格的交通基盤（道路、地下鉄など）の整備

・１バイパス１環状５放射道路の整備促進 ：昭和40年整備計画策定

・地下鉄南北線（北24条～真駒内） ：昭和46年開業

・地下鉄東西線（琴似～白石） ：昭和51年開業

・地下鉄南北線（北24条～麻生） ：昭和53年開業

・ＪＲ函館本線鉄道高架化 ：昭和52年事業着手

（２) 都市規模の拡大と都市基盤の整備拡充 

【1980年代：昭和55年頃～平成元年頃】 

＜時代背景＞ 

○長期不況からバブル経済へ

○国際的地位の高まりから国際化が進展 

○市街化区域の拡大と交通行動の移動距離や時間の増加 

○市政要望；交通安全に関する要望が増加 

■骨格的な交通基盤の整備拡充

■居住の郊外化や都心に集中する交通量増加への対応

・２バイパス２環状13放射道路の整備（昭和63年第３次札幌市長期総合計画）

・地下鉄東西線（白石～新さっぽろ）           ：昭和57年開業

・地下鉄東豊線（栄町～豊水すすきの）          ：昭和63年開業

・ＪＲ函館本線鉄道高架化                ：昭和63年開通
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（３) 都市の成熟化に対応した交通施策の推進 

【1990年代：平成２年頃～平成11年頃】 

＜時代背景＞ 

○バブル経済の崩壊と少子高齢化など社会構造の変化 

○都市基盤の充実 

○環境保全など持続可能な社会への関心の高まり 

○市政要望；公共交通の利便性向上に関する要望が増加 

■交通基盤の整備拡充

・２バイパス２環状13放射道路をはじめとする幹線道路の整備

・地下鉄東豊線（豊水すすきの～福住）          ：平成６年開業

・地下鉄東西線（琴似～宮の沢）             ：平成11年開業

・ＪＲ札沼線複線高架化                 ：平成11年開通

■人にやさしい交通施策がスタート 

・既設地下鉄駅のエレベーター等の整備促進        ：平成４年 

・パークアンドライド駐車場の整備促進          ：平成６年 

・エコキップ                       ：平成６年 

・違法駐車等防止条例                  ：平成６年 

・バスレーンの拡大                   ：平成６年 

・自転車等の放置の防止に関する条例           ：平成８年 

・各社共通ウィズユーカードの導入            ：平成９年 

■既存基盤のさらなる活用 

・都心部交通実験プロジェクト              ：平成９年 

・路面電車活用方策の検討                ：平成９年 

・リバーシブルレーン                  ：平成９年 

■高度な情報処理技術等を活用した交通施策の推進 

・駐車場案内システム                  ：平成６年 

・公共車両優先システム（ＰＴＰＳ）           ：平成８年 

■交通基盤の新たな活用

・道路空間活用に向けた社会実験等 

（荷さばき、オープンカフェ等）            ：平成９年
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（４）多中心核都市構造の実現に向けた交通施策の展開 

【2000年代：平成12年頃～平成21年頃】 

＜時代背景＞

○人口増加の沈静化、少子高齢化の進展 

○情報化の進展による交通行動の変化 

○地球規模の環境問題への対応

○財政状況の逼迫 

○市政要望；公共交通の利便性向上に関する要望が増加 

■交通基盤の整備拡充

・２連携１環状１バイパス11放射道路（平成12年第４次札幌市長期総合計画）をはじめ

とする幹線道路の整備

■公共交通の維持に向けた取組

・市営バス事業の民間移譲                  ：平成15、16年

・札幌市バス路線維持基本方針の策定             ：平成21年

■交通基盤の質の向上

・自転車等駐車場の設置等に関する条例            ：平成14年

・札幌市交通バリアフリー基本構想の策定           ：平成15年

・ＪＲ札幌駅周辺における自転車等駐車場の有料化       ：平成17年

・新・札幌市バリアフリー基本構想の策定 

（重点整備地区追加）                   ：平成20年

■ＩＴ技術を活用した交通施策 

・ＩＴＳへの取組（道路情報板・情報ボックス）        ：平成13年 

・札幌市公共交通情報提供システム（えきバス・ナビ）の運用  ：平成15年 

・駐車場案内システムの高度化 

（携帯電話、パソコンへの情報提供）            ：平成19年 

・市営地下鉄のＩＣカード乗車券「SAPICA」の導入       ：平成21年 
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 (５) 集約型のまちづくりに対応した交通施策の展開 

【2010年代以降：平成22年頃～】 

＜時代背景＞ 

○少子高齢化の更なる進展、市民のライフスタイルの多様化 

○生産年齢人口の減少による経済規模の縮小 

○インバウンドの増加などグローバル化の進展 

○地震や豪雨、大雪などの自然災害リスクへの対応 

○環境・エネルギー問題の深刻化 

○市政要望；少子高齢化・自然災害リスクへの対応など交通に関する要望が多様化 

■交通基盤の整備拡充 

・２高速３連携２環状13放射道路（平成22年道央都市圏の都市交通マスタープラン）をはじ

めとする幹線道路の整備 

・路面電車都心線（すすきの～西４丁目）開業          ：平成27年 

■公共交通の維持に向けた取組 

・札幌市路面電車活用方針の策定                 ：平成22年 

■交通基盤の質の向上 

・札幌駅前通地下歩行空間の供用開始               ：平成22年 

・札幌市自転車利用総合計画の策定                ：平成23年 

・札幌市総合交通計画の策定（改定）               ：平成24年（令和２年） 

・札幌市バリアフリー基本構想の改定               ：令和４年 

・札幌市自転車活用推進計画の策定                ：令和５年 

■ＩＴ技術を活用した交通施策 

・路面電車（市電）・バスでの「SAPICA」のサービス開始及び 

「SAPICA」エリアにおけるKitaca・Suica等の利用サービス開始  ：平成25年 

・市電の運行情報のリアルタイム配信を開始            ：平成27年 

・札幌市公共交通情報提供システム（えきバス・ナビ）の       

リニューアル（アプリ対応、多言語対応）            ：平成29年 

・バス事業者による運行情報のリアルタイム配信を開始      ：平成30年～ 

 （ジェイ・アール北海道バス、札幌ばんけい、北海道中央バスの一部） 

・バス事業者による運行情報のリアルタイム配信を開始      ：令和元年～ 

 （じょうてつ、北海道中央バス） 

・札幌市公共交通情報提供システム（えきバス・ナビ）の       

リニューアル（バスロケーション機能追加）          ：令和２年 
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２．今後の交通施策 

（１）「札幌市総合交通計画」の策定 

 これまでの札幌市は人口増加と市街地の拡大に伴い、道路や地下鉄など交通網も拡大と充

実が図られてきた。 

しかし、札幌市の人口増加は数年後にはピークを迎え、以後は人口減少と少子高齢化の進

展が予測されており、さらには経済成長の鈍化および札幌市の財政状況、地球環境問題の深

刻化など様々な課題に直面している。 

このように、厳しい時代潮流の中にあっても、都市機能の持続的発展・成長を目指した「ま

ちづくり」が求められており、各種まちづくり計画等と連携を図りながら、より効果的・効

率的な交通施策の展開が必要となっていることから、平成24年１月に「札幌市総合交通計画」

を策定したところである。（令和２年３月改定） 

この計画は、札幌市を取り巻く様々な課題に対応した将来交通計画であるとともに、各種

交通施策を体系化（パッケージ化）した総合的な都市交通計画であり、札幌市の交通に関す

る各種個別計画等の“指針”となるものである。 
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骨格道路交通ネットワーク

〔２高速３連携２環状13放射道路〕
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骨格公共交通ネットワーク
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（２）総合交通計画における施策パッケージ
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（注）上記については、札幌市総合交通計画改定時の代表的な交通施策・事業を示している。 
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